
第2回　議事録

令和3年（2021年）11月3日

ハリウッド大学院大学

教育課程連携協議会

ビューティビジネス研究科

令和3年度（2021年度）



【開催日程・会場】

令和3年（2021年）11月2日(火）・〔104号教室（10階）〕

【委員構成】

相原　修 〈本学　研究科長〉
川島　鋼太郎〈本学　専攻長〉
三浦　勝寛 〈㈱リクルートﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞﾊﾟｰﾄﾅｰｽﾞ主任研究員〉
佐藤　友彦
増保　利行 〈㈱きくや美粧堂代表取締役〉

光江　弘恵 〈㈱エフエムジー＆ミッション執行役員〉


【目的】

　本協議会は、専門職設置基準改正（2019年4月1日施行）に基づき、産業界等との連携に
より、教育課程を編成し、及び円滑かつ効果的に実施する」ことを目的に、設置し運営す
るものである。

【審議事項】

　下記の要点事項を主要に審議し、学長及び研究科長に意見を具申する。
産業界等との連携による授業科目の開設その他の教育課程の編成に関する基本的な事項

産業界等との連携による授業の実施その他の教育課程の実施に関する基本的な事項及び
その実施状況の評価に関する事項

【方針】

本学における教育課程や教育方法の現状を把握し改善等を目的とし意見の交換を図る。

本学の取組状況や計画等について意見の交換を図る。

その他、必要な意見の交換を図る。

【今回審議要点】

現状の教育内容・教育方法について

「プロジェクト成果報告」について
前回提言の要点である「プロジェクト成果報告」における研究のマーケティング力

向上については、FD委員会での検討提案に基づき、他機関共催の勉強会への月1回参加
を推奨している。
また、実践的研究論文の作成のために、特に㈽時にける財務会計の重要性から、教務

委員会での検討提案に基づき、「起業計画型」学生を主な対象として、「財務会計」を
開講する。

〈委員からの意見〉
・修士論文にあたる「プロジェクト成果報告」は、事業を行なう上で、その出発点は
極めて重要である。社会が抱える問題を課題化し、事業を通じて解決する考え方や
信念を、先ず明確にすることが重要である。

・特に留学生が多いことも踏まえ、ミーティング時間のスケジュール化や時間の
遵守等、タイム・マネージメントは、実社会に於いて大切な信用要件である。
タイム・マネージメント、チーム・ビルディングやビジネス・マナー等、必要
とされるビジネス要件の養成を、ミーティングを通じて指導されることが望ま
れる。
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〈㈱アクシス代表取締役・日本パーマ協会執行部〉
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本学の取組状況や計画等について

コロナ禍の影響も約2年近くに亘り、世界的にも社会・経済・生活等、多方面での変
化と対応が実施されている情勢に在る。本学においても、ウィズ・コロナのみならず、
アフター・コロナを見据えた中で、所謂教育のルネッサンスとして、教育の未来と
新たな教育法を多角的に模索して行くことが肝要である。
現行のオンライン授業を参照の上、学内検討を進めて行く。

「オンライン方式（Zoom）」教育法について
前回提言の要点である「ＩＴ活用の教育法」について、具体対応としてオンライン

（Zoom）授業については、一部科目での運用を図っている。特に、教務委員会の
検討提言に基づき、90分授業の基本運営として、センション2分割(30分講義・10分
質疑応答の2回転・10分リアクションペーパー提出）講義法を実践している。

〈委員からの意見〉
・学生のオンライン受講環境について、使用機器がパソコン・タブレットだけでなく
一部学生は携帯電話を使用しており、パソコンまたはタブレットを必携機材とする
ことが必要である。

・今後ＩＴ活用による効果的教育運営を目指す中で、授業の運営と共に、出席管理
リアクションペーパーや課題レポートの提出、教員・学生間の連絡メール等、綜合
して一括管理の運用ができる効率的ＩＴ活用の採用が必要である。

・授業内容の理解度向上に資する再度受講機会の提供、或いは止むを得ない事情に
より当該時間での受講不可への受講機会の確保のために、オンデマンド等の講義
収録動画の活用が望まれる。

こうした取組状況に対して委員からは、ビジネスの現場ではIT化が急速に進んでおり、
教育現場での早期の対応が望まれるとの指摘があった。

【今回総括】

　「プロジェクト成果報告」について、研究・指導方法の改善

提言2 　「研究者・社会人としてのビジネスマター」の育成

提言3 　「IT活用による教育」の促進

以 上

【書記】　本協議会事務局：黒野 隆道
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